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１９９５年１月１７日午前５時４６分

Ｍ７．３

人的被害死者 6,433名

住家被害全壊 104,906棟 （186,175世

帯）

半壊 144,274棟 （274,181世帯）

避難者数：３１６，６７８人（ｍａｘ６日後）

ライフライン

電気；２６０万世帯（１月２３日復旧）

Ｇａｓ；８４万世帯（４月１１日全復旧）

水道；１２７万世帯（４月２０日全復旧）



奈良県をとりまくリスク



今世紀前半に確実に発生する３地震



100年周期での繰り返し発生

さまざまな発生パターン

慶長津波

宝永地震

安政東海地震安政南海地震

南海地震南海地震
東南海地震東南海地震

地震のゆれは

小さいが大津波が

来襲した

日本最大級の

地震と津波

32時間差で２つの

巨大地震が連続

南海トラフの地震の

中では比較的小さい
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プレート境界で発生する地震



対象地震 断層長さ

(km）

想定

ﾏｸﾞﾆﾁｭ ﾄーﾞ

①奈良盆地東縁断層帯 35 7.5

②中央構造線断層帯 74 8.0

③生駒断層帯 38 7.5

④木津川断層帯 31 7.3

⑤あやめ池撓曲-松尾山断層 20 7.0

⑥大和川断層帯 22 7.1

⑦千股断層 22 7.1

⑧名張断層 18 6.9

内陸型地震

（８断層）
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【【【【内陸型地震内陸型地震内陸型地震内陸型地震】】】】
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■生駒断層帯 （ほぼ０～0.1％）
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（発生確率は低いが、被害規模は大きい）
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■南海 ■東南海（50％） （60％）
今後30年間の発生確率

50～60％

（発生確率は高いが、

被害規模は比較的小さい）
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